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5 回以上の視野検査ができた POAG129 例 129 眼を対象とした。β-zone PPA のうち、
BMを有するβ-zone PPAをPPA+BM、BMの欠損するβ-zone PPAをPPA-BMと定義し








例に限定して検討しても、PPA+BM長が長いとMD slopeが速かった（共にP < 0.001）。
また、上半視野障害あるいは下半視野障害のみの症例で、障害部位に対応するPPA+BM長
が長いとTD slopeは速かった（それぞれP = 0.030、P = 0.034）。一方、全例で検討する

























なお、本学位授与申請者は、平成 28年 3月 9日実施の論文内容とそれに関連した試問を
受け、合格と認められたものである。 
 
